
上
野
直
蔵
(
学
長
)
著
「
人
生
・
友
情
・
学
問
」
東

京
・
教
文
館
、
新
書
判
一
七
0
真
定
価
二
八
0

円
。

大
〕
柔
教
部
が
発
案
し
、
同
志
社
創
立
九
十
周

龜
念
出
版
委
員
会
が
企
画
し
九
新
書
版
の
シ
リ

ー
ズ
、
「
リ
ベ
ル
タ
ス
選
当
」
の
第
一
回
刊
行
と

し
て
本
謹
出
版
さ
れ
た
。

こ
の
本
は
薯
者
が
学
長
で
あ
っ
た
間
に
、
ア
ッ

セ
ン
ブ
リ
ー
.
ア
ワ
1
な
ど
で
学
生
に
語
っ
た
講

演
、
 
N
H
K
の
ラ
ジ
オ
の
「
人
生
読
本
」
で
放
送

し
た
話
、
雑
誌
に
書
い
た
エ
ッ
セ
イ
な
ど
を
集
め

六
も
の
で
あ
る
。

タ
イ
ト
ル
が
一
尓
す
よ
う
に
、
こ
の
本
の
内
容
は

「
順
境
と
逆
境
」
「
謙
虚
か
ら
倣
慢
△
「
動
中

の
静
」
「
ヒ
ユ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
」
な
ど
の

人
生
論
。
「
無
二
の
友
」
「
友
情
に
つ
い
て
」
の

友
倩
論
。
「
大
学
の
使
命
」
「
一
般
教
育
に
つ
い

て
」
「
現
代
の
学
生
を
語
る
」
の
大
学
他
わ
た

つ
て
い
る
。

人
生
他
は
薯
者
の
英
文
学
者
と
し
て
の
豊
か

な
教
祭
あ
ふ
れ
て
い
る
。
「
ス
ウ
ィ
フ
ト
の
調

剌
が
痛
烈
骨
を
刺
す
よ
う
に
シ
ン
ラ
ツ
な
の
に
反

し
て
、
ラ
ム
の
随
筆
は
わ
れ
わ
れ
の
心
を
柔
か
く

包
ん
で
く
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
り
ま

す
。
で
す
か
ら
、
私
は
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ラ
ム
に
お

い
て
い
わ
ゆ
る
耐
乏
と
忍
苦
の
心
を
も
っ
て
、
し

ず
か
に
逆
境
に
処
し
九
一
人
の
貴
い
人
物
を
見
い

だ
す
の
で
あ
り
ま
す
。
ス
ウ
ィ
フ
ト
は
終
生
自
己

の
逆
境
を
呪
い
、
そ
し
て
つ
い
に
は
人
生
全
体
を

憎
惡
し
て
、
狂
死
い
九
し
ま
し
九
。
ラ
ム
は
不
遇

と
不
幸
の
う
ち
に
あ
っ
て
、
し
か
も
人
生
全
体
を

メ
か
い
愛
情
で
包
み
な
が
ら
、
お
だ
や
か
な
生
涯

を
送
り
ま
し
た
。
わ
九
し
は
そ
こ
に
大
き
い
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
を
感
ず
る
の
で
あ
り
ま
す
」
。
「
順
境
と

逆
境
」
は
こ
う
い
う
風
に
書
か
れ
て
い
る
。

ま
た
友
情
論
に
つ
い
て
、
「
私
に
一
人
の
古
い

友
人
が
あ
り
ま
す
。
名
前
を
串
し
あ
げ
て
も
い
い

の
で
す
が
、
別
に
そ
の
必
要
も
な
い
の
で
、
こ
こ

で
は
単
に
彼
と
の
み
呼
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

私
と
彼
が
初
め
て
出
合
っ
た
の
が
大
正
三
年
の
四

月
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
今
年
の
四
月
で
ち
ょ
う
ど

五
十
年
に
な
っ
九
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら

先
日
二
人
で
夕
食
を
共
に
し
て
さ
さ
や
か
な
祝
杯

を
あ
げ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
と
も
か
く
こ
の
五

十
年
間
私
た
ち
は
無
二
の
友
と
し
て
の
親
交
を
重

ね
て
ま
い
り
ま
し
た
」
と
い
、
つ
一
暴
で
は
じ
ま
る

「
無
二
の
友
」
は
努
力
の
人
生
と
無
私
の
友
情
を

語
っ
て
、
ラ
ジ
オ
放
送
で
も
好
評
を
博
し
た
と
い

、
つ
こ
と
で
あ
る
。

大
学
論
は
真
理
探
究
、
職
業
教
*
同
、
人
間
形
成

と
い
う
大
学
の
三
つ
の
使
命
を
中
心
に
し
て
語
ら

れ
て
い
る
。
六
年
問
の
学
長
の
体
験
が
生
か
さ
れ

て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
部
分
が

人
生
論
、
友
舗
に
く
ら
べ
て
や
や
平
板
な
の
は
、

日
本
の
大
学
教
育
全
体
が
置
か
れ
て
い
る
政
治
的

状
況
へ
の
洞
察
が
足
り
な
い
か
ら
か
も
知
れ
な

)
0

し全
篇
、
や
さ
し
い
表
現
と
明
快
な
論
理
で
述
べ
ら

れ
て
い
る
か
ら
、
学
生
の
み
な
ら
ず
実
社
会
や
家

庭
に
あ
る
人
び
と
に
も
勧
め
た
い
読
物
で
あ
る
。
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(
Y
 
・
 
K
)

田
畑
忍
(
法
学
部
教
授
)
著
「
法
と
平
和
主
義
」

東
京
・
教
姦
、
誓
判
一
七
0
亘
定
価
ニ
ハ

0
円
。

本
書
も
「
リ
ベ
ル
タ
ス
選
書
」
の
一
冊
で
あ
る
。

一
九
五
0
年
八
月
、
七
万
五
下
の
警
察
予
備
隊

と
称
す
る
軍
事
力
が
発
足
し
、
そ
れ
が
五
二
年
七

月
に
は
十
一
万
の
保
安
隊
に
な
り
、
さ
ら
に
M
S

A
協
定
の
制
定
の
の
ち
に
そ
れ
は
「
自
衛
隊
」
と

名
の
る
に
い
た
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
察
予
備
隊

か
ら
自
衛
隊
へ
の
校
狷
な
歩
み
と
と
も
に
、
憲
法

論
議
は
す
で
に
さ
か
ん
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
憲

法
調
査
会
が
態
法
改
悪
の
結
論
を
政
府
に
提
出
し

六
、
こ
こ
数
年
間
は
、
国
民
の
憲
法
嘉
が
い
ち

ぱ
ん
一
局
め
ら
れ
た
と
き
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ

う
し
九
空
気
を
反
映
す
る
か
の
よ
う
に
、
憲
法
に

か
ん
す
る
本
も
お
び
九
だ
し
く
出
版
さ
れ
た
。
本

書
は
、
著
者
が
こ
の
一
、
二
年
に
書
い
た
も
の
に

も
と
づ
い
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
し

か
し
そ
れ
が
と
く
に
自
覚
的
に
キ
リ
ス
ト
者
の
立

場
か
ら
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
は
、
特
異

な
価
値
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

本
書
の
、
ま
ず
第
豆
早
で
は
、
日
本
国
憲
法
の

全
体
が
手
ぎ
わ
よ
く
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
平
等

主
義
と
個
人
尊
重
主
義
と
を
そ
の
筋
金
と
し
て
」

い
る
日
本
国
憲
法
の
、
も
っ
と
も
重
大
な
点
は
平

和
主
義
に
あ
る
と
強
課
す
る
。
か
つ
て
ド
イ
ツ
の

カ
ン
ト
な
ど
に
ょ
っ
て
平
和
主
義
思
想
が
唱
え
ら

れ
な
が
ら
、
い
ま
だ
「
他
の
国
の
憲
法
に
も
国
際

法
に
も
」
み
ら
れ
な
い
憲
法
第
九
条
の
絶
対
的
永

久
平
和
主
義
は
、
世
界
史
的
な
意
義
を
も
つ
も
の

で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
主
張
は
本
書
の
根
幹
と
な

つ
て
い
る
。

つ
ぎ
の
「
第
九
条
平
和
主
義
の
思
想
」
で
は
、

そ
の
平
和
思
想
が
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
政
権
の
押
し
つ

け
に
ょ
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
の
敗
戦
直
後
の
迷

霧
の
な
か
で
、
そ
れ
で
も
「
ノ
ー
.
モ
ア
ー
.
ウ

*
ー
ノ
」
と
叫
ん
だ
「
国
民
の
戦
争
忌
避
の
生
」

に
感
動
し
た
、
時
の
首
相
幣
原
喜
重
郎
の
発
意
に

も
と
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
と
、
著
者
は
力
を
こ
め

て
詳
説
し
て
い
る
。
し
か
も
幣
原
の
平
和
愚

は
、
か
れ
の
家
庭
が
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
.
フ
プ
ミ
リ

ー
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、

内
村
鑑
三
、
安
部
磯
雄
、
木
下
尚
江
、
北
村
透
谷

な
ど
の
系
譜
を
も
つ
の
で
は
な
い
か
と
推
論
し
て

い
る
。
さ
ら
に
イ
ザ
ヤ
、
カ
ン
ト
、
フ
ィ
ヒ
テ
、

と
そ
の
思
想
史
的
淵
源
が
た
ど
ら
れ
て
い
る
。
つ

づ
く
「
各
国
憲
法
と
国
際
平
和
条
項
」
の
、
と
く

に
「
現
代
諸
国
家
の
憲
法
に
お
け
る
平
和
条
項
」

は
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
、
、
永
世
中
立

国
家
の
ス
エ
ー
デ
ン
、
ス
ィ
ス
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
、
あ
る
い
は
中
国
、
ソ
連
な

ど
の
社
会
主
義
国
家
な
ど
の
憲
法
の
性
格
に
ふ
れ

て
興
味
深
い
。
第
四
章
に
は
い
る
と
、
「
な
し
崩

し
の
憲
法
改
悪
論
批
判
」
と
し
て
、
と
く
に
「
高

柳
意
見
」
の
姑
息
な
、
羊
頭
狗
肉
の
保
守
性
が
、

あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
暴
露
さ
れ
て
い
る
。
く
わ
え

て
「
十
七
人
意
見
書
」
が
文
句
な
し
に
改
悪
論
に

立
脚
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

「
あ
と
が
き
」
で
は
キ
リ
ス
ト
者
の
使
命
を
訴
え

て
結
ぱ
れ
て
い
る
。

本
書
は
意
識
的
で
は
な
い
が
、
一
貫
し
て
「
戦

後
二
十
年
」
の
。
ハ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
を
も
っ
て
論

述
さ
れ
て
い
る
点
が
、
も
う
一
つ
の
特
徴
で
あ
ろ

(
H
 
・
K
)

、
つ法

研
究
所
編
「
抵
抗
権
」
京
都
・
法
律
文
化
社
、

B
5
判
孟
六
頁
、
定
価
九
0
0
円
。

こ
の
た
び
、
憲
法
研
究
所
か
ら
「
抵
抗
権
」
が

発
刊
さ
れ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
抵
抗
権
」
の
問
題
は
、

去
る
昭
和
三
十
四
年
春
に
一
度
、
日
本
法
哲
学
会

で
採
り
上
げ
ら
れ
て
、
活
発
な
論
争
を
惹
起
し
た
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゛
)
、

「
抵
抗
権
」
を
め
ぐ
る
諸
問
題
、
た
と
え
ば
、

力抵
抗
権
思
想
、
抵
抗
権
は
自
然
権
か
、
実
定
法
上

の
権
利
か
、
革
命
権
と
の
相
異
等
々
に
つ
い
て
、

学
説
の
食
い
違
い
や
、
不
明
確
さ
が
あ
り
、
大
き

な
研
究
綴
と
し
て
残
さ
れ
た
。

そ
の
後
も
、
単
発
的
に
「
抵
抗
権
」
の
研
究
が

あ
っ
九
が
、
本
書
は
ま
さ
に
そ
の
後
の
「
抵
抗
権
」

を
め
ぐ
る
諸
問
題
の
集
大
成
で
あ
り
、
総
合
的
.

体
系
的
研
究
に
仕
上
げ
ら
れ
て
ぃ
る
。

法
哲
学
会
で
、
「
抵
抗
権
」
の
問
題
が
提
起
さ

れ
九
年
は
、
新
安
保
条
約
締
結
に
対
す
る
闘
争
の

年
で
あ
っ
た
が
、
本
年
は
、
国
外
的
に
は
べ
ト
ナ

ム
仮
略
戦
争
が
く
り
広
げ
ら
れ
、
国
内
的
に
は
、

期
待
さ
れ
る
人
間
像
」
論
や
、
「
三
矢
引
画
」

と
と
も
に
自
民
党
に
ょ
る
日
韓
基
本
条
約
の
一
方

的
・
暴
力
的
な
、
議
院
の
「
強
行
採
決
」
の
よ

う
な
暴
挙
が
行
わ
れ
て
い
る
。

従
っ
て
、
国
民
の
自
由
と
平
和
を
保
障
し
九
態

法
の
擁
護
闘
争
は
、
極
め
て
重
要
な
段
階
に
達
し

て
る
。
本
書
が
、
こ
う
し
九
政
治
状
況
の
中
で

「
護
憲
」
の
書
と
し
て
編
ま
れ
た
こ
と
は
明
白

で
、
「
違
憲
反
動
の
政
治
に
対
す
る
そ
れ
自
身
抵

抗
の
書
」
(
序
文
)
と
な
る
べ
き
こ
と
を
期
し
て

い
る
。
い
わ
ぱ
、
人
類
の
歴
史
を
前
進
さ
せ
る
九

め
、
権
力
に
対
す
る
「
抵
抗
の
実
践
」
を
強
調
し

て
い
る
わ
け
で
、
憲
法
十
二
条
(
国
民
の
抵
抗
の

義
務
)
、
九
卜
九
条
(
公
務
員
の
抵
抗
の
責
務
)
の

具
体
的
な
姿
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う

本
書
の
構
成
は
、
「
抵
抗
権
と
抵
抗
権
思
想
」

(
第
一
部
)
、
「
日
本
に
お
け
る
抵
抗
運
動
」
(
第

二
部
)
、
「
抵
抗
の
書
」
(
書
評
)
(
第
三
部
)
、
「
抵

抗
に
生
き
た
日
本
人
」
(
第
円
部
)
、
の
四
部
か
ら

成
っ
て
い
る
。
殊
に
、
一
部
、
二
部
の
抵
抗
権
の

理
論
研
究
と
並
ん
で
、
「
抵
抗
の
書
」
「
抵
抗
に

生
き
た
日
本
人
」
の
部
は
、
国
民
の
九
め
に
闘
っ

た
抵
抗
家
(
そ
の
中
に
は
同
志
社
の
諸
先
輩
の
名

も
見
出
さ
れ
る
)
の
「
生
き
た
姿
」
を
簡
潔
に
表

現
し
て
い
る
。
そ
の
点
で
、
本
穫
、
研
究
者
ぱ

か
り
で
な
く
、
広
く
国
民
一
般
の
轟
書
と
言
え

(
K
 
・
U
)

よ
、
つ
。

ぷ
す
ご
と
き
仕
事
が
多
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

あ
る
」

湯
川
秀
樹
京
大
教
授
の
「
天
才
論
」
の
一
節
で

あ
る
。
こ
う
し
た
現
象
は
、
な
に
も
物
理
学
の
分

野
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
易
科
学
か
ら
人
文
・
社

会
科
学
ま
で
学
問
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
、
さ
ら
に

は
社
会
の
営
み
の
す
み
ず
み
に
ま
で
見
ら
れ
る
現

象
で
は
な
か
ろ
う
か
。
わ
が
国
に
つ
い
て
み
て
も
、

柔
か
ら
明
治
維
新
前
後
の
、
い
わ
ゆ
る
0
第
一

の
開
国
0
の
時
期
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野
に

0
創
造
的
人
閻
ι
が
輩
出
し
た
。
し
か
し
、
太
平

洋
戦
争
直
後
の
0
第
二
の
開
国
ψ
に
あ
た
っ
て
は

0
創
造
的
人
問
4
の
発
見
が
困
難
で
あ
っ
た
し
、

こ
ん
に
ち
に
い
九
っ
て
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
創

造
性
が
強
く
要
求
さ
れ
る
理
由
も
、
そ
こ
に
あ
る
。

こ
の
点
か
ら
岡
本
清
一
同
志
社
大
教
授
の
「
創

的
人
間
形
成
の
た
め
の
歴
史
的
社
会
的
条
件
」
園

原
太
郎
京
大
教
授
の
「
創
造
的
人
間
の
全
体
像
、

犬
才
と
凡
才
」
は
興
味
を
ひ
く
論
文
と
い
ぇ
よ
う
。

な
お
研
究
会
の
中
心
メ
ン
バ
ー
に
は
前
の
三
教

授
の
ほ
か
京
大
教
授
芦
田
譲
治
、
同
志
社
大
講
師

市
川
亀
久
弥
、
慶
応
大
教
授
渡
辺
恪
、
哲
学
者
岡

田
丈
夫
の
各
氏
が
名
を
連
ね
て
い
る
。

(
毎
臼
新
聞
紹
和
卯
年
北
月
7
日
)

創
造
性
研
究
会
編
「
創
造
性
研
究
・
第
一
集
束

京
・
糟
書
房
、
 
B
5
判
一
四
三
具
定
価
五
0

0
円
。

三
九
出
紀
末
か
ら
二
0
世
紀
の
は
じ
め
の
三
十

年
あ
ま
り
の
問
に
多
く
の
天
才
た
ち
が
剣
し
た

現
代
物
理
学
の
体
系
は
、
ま
こ
と
に
壮
観
で
あ
っ

六
が
、
い
ま
や
、
そ
の
卸
か
し
い
遺
聖
食
い
つ
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